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概略：75 名、のべ 1,210 回の面談を行った。CASA の導入により、74 名で会話

力・表情・積極性・総合力は有意に増強された。個人別に数週（最長 29 週）に

わたり、「会話力健康手帳」を作成した。各個人の聴力・認知症度を長期的に観

察し、会話力健康手帳を作成することは、聴力の低下・認知症度の進行を知る上

で、有用である。 

 

 

 

 


